
大雨による災害と
防災気象情報

平成27年2月24日

神戸地方気象台
水害対策気象官 村上 和彦
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今日の話の内容

丹波市の気象特性
気象災害
・日本の気象災害の特徴
・大雨による気象災害（土砂・洪水）
・平成26年の大雨災害（丹波市）

防災気象情報
・気象庁が発表する防災気象情報

気象庁マスコットキャラクターはれるん 2



兵庫県のほぼ中央を東西に横切る中国山地を境に、北側
は冬に降水量の多い日本海岸気候区に、南側は乾燥した
晴天が続く太平洋岸気候区の中でも雨も少なく温和な気候
の瀬戸内気候区に分けられます。

さらに南側の地域は、大阪湾に面し都市気候の特徴も持
つ南東部と、播磨灘に面し典型的な瀬戸内気候区である
南西部、そして太平洋岸気候の特徴も現れる
淡路島の３地区に分けられます。

兵庫県の気候特性

丹波市

気候は瀬戸内海型、内陸型気候に属し、年間の寒暖差、昼夜間の
温度差が激しく秋から冬にかけて発生する丹波地域の山々をつつ
む朝霧、夕霧は「丹波霧」と呼ばれ、豊かな自然環境に一層の深み
と神秘さを醸しだしています。（丹波市HPより）

丹波市の気候特性
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月別降水量比較 月別平均気温比較

月別日照時間比較

年降水量（ｍｍ） 年平均気温（℃） 年日照時間（ｈ）

柏原 1538.3 14.2 1541.3

神戸 1216.2 16.7 1995.1

豊岡 2027.1 14.3 1489.4

平年値の比較 丹波市の気候特性
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気象災害
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●低気圧が発達しながら通過する
中緯度帯に位置し、寒冷な空気と暖湿な空気がぶつかる
海に囲まれ、海水温や水蒸気の影響を受けやすい

●台風の影響が多い
年間平均25個発生する台風のうち、約6個は本土に接近・3個は上陸

●雨が降ってから出水するまで短い
地形が狭く、河川の長さが短いため勾配が大きい

●土砂災害が多い
地形が急峻で、脆弱な地質が多い

●河川の流域や海岸の埋め立て地に人口が集中
高潮や洪水などの影響を受けやすい

日本の気象災害の特徴：海に囲まれ国土の大半が山地などの傾斜地
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自然災害による死者・行方不明者の推移：昭和20年～平成24年

昭和34年の伊勢湾台風以後は減少傾向で、平成以降は年間約200名で
推移していましたが、2度の地震では多くの犠牲者が出ました。

平成25年版 防災白書より

30 40 50 60 10 20平成元

主な災害：三河地震（2306人）・枕崎台風（3756人）

主な災害：南海地震（1443人）

主な災害：カスリーン台風（1930人）

主な災害：福井地震（3769人）

主な災害：南紀豪雨（1124人）

主な災害：洞爺丸台風（1761人）

主な災害：伊勢湾台風（5098人）

主な災害：阪神・淡路大震災（5437人）

主な災害：東日本大震災（18559人）

日本の気象災害の特徴
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アメダスで観測した1時間降水量50ミリ以上の年間観測回数
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短時間強雨の発生回数



浸水害

土砂災害

（写真：国土交通省HP）

土石流

山腹、川底の石や土砂が長雨や集中
豪雨などによって一気に下流へと押し
流される。

上流での大雨により下流域が土石流
に襲われる場合もある。
がけ崩れ

地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力
を弱め、急激に斜面が崩れ落ちる

内水はん濫

河川の水位の上昇や流域内の多
量の降雨などにより、河川外にお
ける住宅地などの排水が困難とな
り浸水する。

外水はん濫

内水はん濫の対語として、河川の
はん濫を「外水はん濫」ともいう。

上流の大雨による川の増水や氾濫
にも注意を払う必要がある。

洪水害
大雨

大雨による災害
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大雨による土砂災害

山腹や谷底にある土砂
や岩石が雨水と一緒に
なって一気に下流へ流れ
出てくる。

土石流 山・がけ崩れ 地すべり

雨が地中にしみ込み、地
盤が緩んで突然崩れ落
ちる
地震が原因となることも

時速40～50km
ものスピードに
なることも

斜面が雨水や地下水な
どの影響で移動する現象
広い範囲で起こりやすい
同じ場所で繰り返し起こ
ることがある

和歌山県ホームページより

大雨による災害
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兵庫県HPより

平成26年の大雨災害 丹波市の事例（8/16-17）
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兵庫県HP（8月20日18時現在）

8月16日からの大雨による被害状況平成26年台風第11号による被害状況

平成26年の大雨災害 丹波市の事例（8/16-17）
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16 日 9 時 16 日 9 時

16日21時 16日21時

地上天気図 気象衛星赤外画像

暖かく
湿った空気

大気の状態
が不安定

平成26年の大雨災害 丹波市の事例（8/16-17）
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8月15日03時～18日03時
までのアメダス期間降水量

雨雲の動き（16日18時25分～17日06時）

柏原アメダス

同じ場所に連続して
強い雨雲がかかった

平成26年の大雨災害 丹波市の事例（8/16-17）
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北岡本（国土交通省）

柏原（気象庁）
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平成26年の大雨災害 丹波市の事例（8/16-17）



土砂災害の前兆

●山鳴りがする。
●急に川の流れが濁り流木が混ざっている。
●雨が降り続いているのに川の水位が下が
る。
●腐った土の臭いがする。

●がけに割れ目が見える。
●がけから水が湧き出している。
●がけから小石がぱらぱら落ちてくる。
●がけから木の根がきれるなどの音がする。

土石流の危険 がけ崩れの危険

こんな前兆現象に要注意！
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気象庁が発表する
防災気象情報
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気象台では、平成22年5月から、注意報
や警報を市町村ごとに発表しています。
気象台では、平成22年5月から、注意報
や警報を市町村ごとに発表しています。

注意報は、災害の発生するおそれがある
ときに、警報は、重大な災害の発生する
おそれがあるときに発表します。

注意報は、災害の発生するおそれがある
ときに、警報は、重大な災害の発生する
おそれがあるときに発表します。

（発表例）

兵庫県北部

兵庫県南部

警報・注意報の発表区域と発表例
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平成２６年８月１７日０時３１分 神戸地方気象台発表

兵庫県の注意警戒事項
南部では、１７日明け方まで土砂災害や低い土地の浸水、河川の

増水に警戒してください。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
丹波市 ［継続］大雨（土砂災害、浸水害），洪水警報 雷注意報
特記事項 土砂災害警戒 浸水警戒
土砂災害 警戒期間 １７日明け方まで

注意期間 １７日昼前まで
浸水 警戒期間 １７日明け方まで

注意期間 １７日明け方まで
１時間最大雨量 ６０ミリ

洪水 警戒期間 １７日明け方まで
注意期間 １７日明け方まで

雷 注意期間 １７日夜遅くまで
付加事項 はん濫 竜巻



◆警報 重大な災害の発生のおそれ
暴風、暴風雪、大雨、大雪、高潮、
波浪、洪水
◆注意報
強風、風雪、大雨、大雪、濃霧、
雷、乾燥、なだれ、着氷、着雪、
霜、
低温、融雪、高潮、波浪、洪水

警報・注意報

◆洪水のおそれがある河川毎に、河川を
管理する国土交通省や都道府県と気象庁
が共同で洪水予報を発表。

指定河川洪水予報

◆大雨警報（土砂
災害）の発表中、
土砂災害の危険度
が高まった市町村
に対して都道府県
と気象台が共同で
発表。

土砂災害警戒情報
◆大雨警報の発表中に、数年に一度の猛
烈な雨を観測した場合に発表。

記録的短時間大雨情報

はん濫注意情報／はん濫警戒情報
／はん濫危険情報／はん濫発生情報

（兵庫県） 1時間降水量 北部：100ミリ 南部：110ミリ

◆従来の警報が想定した災害の規模を、
はるかに超えるおそれのある場合に発
表。

特別警報

防災気象情報：大雨災害を中心に
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警報 注意報 対象とする現象や災害

大
雨

（浸水害） 大
雨

（浸水害） 大雨による低い土地の浸水

（土砂災害） （土砂災害） 大雨による土石流・がけ崩れ

洪水 洪水 河川の増水、はん濫

大雨警報・注意報は、平成22年5月27日から市町ごと
に、「大雨警報（浸水害）」と「大雨警報（土砂災
害）」を区別して発表しています。

警報・注意報の種類（大雨災害）
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＜土壌雨量指数とは？＞
土壌雨量指数は、降った雨が土壌中に貯まっ
ている様子を表したもので、

土砂災害発生の危険度を示す指標

降った雨が土壌中を通って流れ出るイメージ

＜流域雨量指数とは？＞

流域に降った雨が時間をかけて集まり流れ下るイメージ

周辺のより標高の高いところで降った雨が当
該地域を流れ下ることによる

洪水の危険度を評価するための指標

Ａ市

Ｂ市

流下による
時間差を考慮

降雨から流出までの
時間差を考慮

流域の降水を
集める

この場所の流域雨量指数は、

・Ａ市を含む流域での降水状況・降雨から流出までの時間差

・流下による時間差

という効果を考慮して算出されます。

流域雨量指数

土壌雨量指数＝土壌中の水分量
土砂災害の目安＝注警報基準に

土壌雨量指数と流域雨量指数

雨が止んでも災害の危険性はすぐには下がりません。



土砂災害警戒情報

【いつ発表？】
大雨警報（土砂災害）の発表後、
土砂災害の危険度がさらに高まったとき

【どこに発表？】
市町村単位で発表

【何のために？】
自治体の避難勧告発令などの判断材料
住民の自主避難の参考

土砂災害警戒情報
レーダー画像（06～13時）10日09時
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土砂災害発生の危険度
が高まっている領域を
把握できます。

10分毎に土砂災害警戒
判定値を表示していま
す。

土砂災害警戒情報と
合わせて、身を守る行動
の参考にしてください。

気象庁ホームページでは、
土砂災害警戒判定メッシュ情報を公開しています。

QRコードでも
アクセスできます

気象庁メッシュ情報
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防災気象情報とその効果的な利用（大雨の場合）



○外出先ではスマホ等で高解像度ナウキャストを確認

・強い雨、雷、竜巻の状況を１時間先まで予想した図

・５分ごとに最新の情報に更新

検索高解像度降水ナウキャスト

降水分布
30分後の予想

竜巻発生確度
雷活動度

http://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
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高解像度ナウキャスト



三条市豪雨災害対応ガイドブックの抜粋

この判断がポイント
（そのためにハザードマップ等で地域を知ることが大切です） 26

避難行動について



トップページ > 分類でさがす > くらしの情報 > 防災・防犯・安心安全
> 地震・風水害 > 丹波市防災マップ・地震ハザードマップ

避難行動について（丹波市ハザードマップ）



気象災害は突然やってくる

■防災気象情報を知る
■防災知識を高める

気象災害から身を守る

おわりに
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ご清聴いただき、ありがとうございまし
た。

【お問合せ先】
神戸地方気象台 水害対策気象官 村上
電話 078-222-8907
ＦＡＸ 078-222-8942

今日の話を、今後の防災対応の参考に
にしていただければと思います。
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